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神奈川の自然シリーズ14 今、小田原のメ夕、カカ昔、危ない- 善意?の放流と遺伝子汚染

瀬能宏(学芸員)

1999年2月に環境庁が公表したレ ッ

ドリストにおいて、メダカは絶滅危

↑具E類(絶滅の危険が増大している
種)にランクさ れたことは記憶に新

しいことでしょ う。しかし、神奈川

県では、 すでに神奈川県レッドデー

タ生物調査報告書 (1995年)によっ

て危慎種F (現在の生息条件または
生息環境の悪化が継続して作用すれ

ば、近い将来絶滅種に移行する恐れ

がある干重)にランクされており 、た

いへん厳しい状況におかれていま

す。事実、県内のメ ダカの自生地は

酒匂川水系のごく 一部に限られ、正

に風前の灯火です。

メダカがこんな にま で減ってし

まった原因は、生息環境の消失ある

いは破壊に他なりません。従って、

最後に残された自生地の環境保全は

当然最優先で行われる必要がありま

す。しかし一方で、今、小田原のメ

ダカは目に見えない深刻な危機に直

図 1酒匂川水系および近隣河川にお

けるメダカの自然分布地点 (0)と放

流地点(食)

面しています。長い時間の中で培わ

れてきた地域個体群の特性が、遺伝

子汚染によって損なわれる可能性が

増大しているのです。

淡水魚は陸上や海を移動する乙と

ができないので、例え同一種であっ

ても水系ごとに遺伝的分化が進んで

いることが普通です。メダカについ

ても例外ではなく、国内だけでも北

日本集団と南日本集団に大別され、

後者はさらに 9地域集団に細分され

ています。小田原のメ ダカは南日本

集団の中の東日本型に分類され、さ

らに関東地方の中でもあまり一般的

ではない遺伝子組成を持つごとがこ

れまでの研究からわかっています。

もし、ある地域のメダカの自生地

に、その地域とはま ったく 異なる遺

伝子を持つメダカを放流するとどう

なるでしょう 。遺伝的分化が進んで

いるとは言っても生殖的に隔離され

るほどではないので、お互いに自由

に交配し、その地域の独自性は失わ

れてしまいます。これが遺伝子汚染

と呼ばれる現象です。洪水のような

自然現象によってふたつの地域聞の

個体が交配する場合は遺伝子汚染と

は言いません。あくまで人為的な要

因によて引き起こされる場合に限ら

れます。遺伝子汚染が恐いのは、そ

れ自体が目に見えないこと、そして

一度汚染されたものを元に戻すこと

はまず不可能で、あるととです。

筆者が知る限り、これまでに酒匂

川水系と隣接する河川でメダカが放

流された場所は 7箇所あります(図

1、A-G)。これらの中には、遺伝
子汚染を引き起とす可能性のあるヒ

メダカ(図 2)や素性のはっきりし

ないメダカが放流された場所が4箇所

含まれています(図 l、A、C、E、

G)。特に問題となるのは自生地のあ

る酒匂川|に直接流入する水域に放流

されたケースです(図 1、A)。幸い

なことに、現時点では遺伝子汚染が

起こったという事実は確認されてい

図2遺伝子汚染源となるヒメダカ.KPM- ません。しかし、汚染源となるヒメ

16673 南足柄市産 ダカや素性不明のメダカが完全に取
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り除かれたわけではありません。例

え汚染源を取り除いたとしても、な

ぜそのようなメダカを放流してはい

けないのかという ことが理解されな

い限り、再び放流される可能性が非

常に大きいのです。もし、現実に遺

伝子汚染が起こってしまったらどう

なるでしょうか?市民が中心になっ

て盛り上がりを見せている保護 ・保

全活動に水を差すだけでなく、希少

性や固有性を重視する保護行政にも

深刻な影響を与えることは間違いあ

りません。

遺伝子汚染の問題で特に重要なこ

とは、放流が人の善意によって行わ

れているという事実です。善意によ

る放流は正当化され、美談としてマ

スコ ミ等で取り上げられることが多

く、それがさらに放流を助長させる

という悪循環を生んでいるのです。

遺伝的背景を考慮、しない放流は生命

倫理に反する犯罪的行為であるとい

う認識を持つ必要があるでしょう 。

善意が結果的に悪行になってしま っ

ては何もなりません。

また、これは遺伝子汚染以前の問

題ですが、放流の際には放流地の生

息環境をよく調べて、メダカが生息

できる状態に環境を復元する必要が

あります。メダカがいない所にはい

ないなりの理由があるのであって、

それを取り除かない限り放流は無駄

になります。よく何年にもわたって

放流し続ける行為がやはり美談とし

て紹介されていますが、科学的な裏

付けもなく放流しているのであれ

ば、それはメダカの大量虐殺に他な

りません。放流するにしろ、環境復

元をするにしろ、メダカ以外の生物

への影響も十分に配慮、する必要があ

るのは当然です。

メダカの地域特性を尊重すること

は、純血主義などでは決してなく、

「ありのままの自然=長い時間の中

で培われてきた進化の産物」を大切

にする考え方を深め、ひいては人と

自然の真の共生の実現につながると

とを知って欲しいと思います。


